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4／10葡．224
定価1部5円　印刷白南風社

　人ロの動き
一4月1日現在一
男5，124（一38）
女5，190（一46）
計109314（一84）
世帯数2，348（一9）

（）内は前月比較
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　っとも規模が大きくなった、とみんな大喜びでした・

春の交通安全運動

4月6日～4月15日まで
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　　　　4月の休日救急医．．一一圏一．一一一騨
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　　　　1　10日　＋日町病院　7－55661
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　　　　1　17日　至誠堂病院　2－32761
　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
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△
昭
和
五
十
二
年
度
の
町
づ
く
り
を
し
め
す
〃
予
算
〃
が
決
り
ま
し
た
。
▽

△
〃
あ
れ
も
し
た
い
〃
〃
こ
れ
も
や
り
た
い
ク
・
…
…
〃
で
も
、
な
い
▽

　
△
そ
で
は
ふ
れ
な
い
〃
と
、
苦
し
み
ぬ
い
た
あ
げ
く
生
ま
れ
た
の
が
こ
▽

　
　
△
の
予
算
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
の
や
り
く
り
と
大
差
な
い
よ
う
で
蒐
▽

　
　
　
△
で
も
、
い
ろ
い
ろ
の
悩
み
は
あ
り
ま
す
が
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
精
▽

　
　
　
　
△
い
っ
ば
い
努
力
を
し
た
予
算
で
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
▽

　
　
　
　
　
△
以
下
、
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
特
別
会
計
は
次
号
）
▽

町づくり
》52年度の
bマ方向

Oooo

肛ニコ依存財源

儘塾自主財源

ことしの柱
当初予算額の推移と自主・依存財源の比率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，580，000

　
苦
し
く
と
も
、
手
を
休
め
ら
れ
な
い
の
が
町
づ

く
り
、
こ
と
し
も
次
の
五
つ
を
重
点
目
標
と
し
て

い
ま
す
o

禽
健
康
と
福
祉
の
充
実

禽
教
育
文
化
の
向
上

禽
道
路
整
備
と
豪
雪
対
策

禽
産
業
の
振
興

禽
生
活
環
境
の
整
備

5048

計会
入

般

一
寂

竃
藝
箋
　も

寒

1

5億

　を遡
輪脇　、

●参「

　傘

一
3
囎
．
二
。
…
一
一
…
一
＝
一
一
一
＝
一
嶋
一
一
一
一
一
…
一
…
ご
一
＝
顧
。
…
帽
…
帽
一
…
“
…
一
。
…
儒
三
－
鴫
≡
一
一
＝
囎
一
一
一
一
一
一
…
廓
一
頓
一
一
。
三
鴨
…
咋

を円
存

　苦し

い
、
と
い
う
乙
と
は
－
－
ー
、
仕

事
を
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
見
合
う

財
源
が
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

　
町
が
仕
事
を
す
る
た
め
の
財
源
に
は

2
依
歳
紛
グ
ラ
フ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
皆

5
さ
ん
が
納
め
る
税
金
を
は
じ
め
、
手
数

7
に
料
や
使
用
料
な
ど
の
〃
自
主
財
源
〃
と

ち
国
縣
綴
纒
望
観
纏
鮒
騨
醐

貿
雛
れ
る
も
の
の
二
と
お
り
が
あ

1，000円

　
町
の
財
政
力
が
強
い
、
弱
い
は
、
こ

の
歳
入
の
中
に
し
め
る
自
主
財
源
が
大

き
い
か
、
小
さ
い
か
に
よ
っ
て
決
り
ま

す
。
自
主
財
源
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
が

豊
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
豊
か
さ
を
表
わ
し
た
も
の
に
、
財

政
力
指
数
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
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監
．
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三
三
頓
三
噂
一
3
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韓
…
一
三
。
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酔

　
　
い
う
な
れ
ば
、
町
が
仕
事
を
進
め
る
｛

　
う
え
で
必
要
な
財
源
の
う
ち
、
ど
れ
だ
嘱

け
を
自
力
で
集
め
ら
れ
る
か
、
を
指
数

膿
齪
駝
勲
蛎
鮨
麟
塞

い
）
ほ
ど
、
貧
し
い
歳
入
構
造
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
川
西
町
の
五
十
一
年
度
の
指
数
は
、

O
、
二
四
八
で
す
か
ら
、
そ
の
貧
度
は

切
実
な
も
の
と
い
え
ま
し
よ
う
。
さ
ら

に
い
う
な
ら
、
町
が
仕
事
を
す
る
た
め

に
千
円
必
要
と
す
れ
ば
、
こ
の
う
ち
自

力
で
集
め
た
の
が
二
百
四
十
八
円
、
残

る
七
百
五
十
二
円
は
国
県
か
ら
の
援
助

歳入・財産収入39，330（2．5％）
・分担金及び負担金26，374（1．7％）
・寄附金21，000
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に
待
つ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
　
極
端
な
話
、
自
分
の
お
金
な
ら
は
何

　
に
使
っ
て
も
自
由
で
す
が
、
人
か
ら
使

　
い
み
ち
を
指
定
さ
れ
て
も
ら
っ
た
お
金

　
は
、
そ
れ
以
外
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま

　
せ
ん
。
同
様
に
、
町
が
国
県
か
ら
も
ら

　
う
お
金
は
、
使
途
が
決
め
ら
れ
て
き
ま

　
す
の
で
、
限
ら
れ
た
も
の
に
し
か
使
え

　
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
財
政
の
硬
直
化
、
と
い
う
乙
と
は
、

　
そ
ん
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
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ノ
　・　　　　　　鵬醐尉繊も嫡，構謝碕囁傭鞠・『

　　　　　　　　　　　　　　　鳳
　・小学校費・…一・153，237

　・中学校費一一・　34，242

　・保健体育費，・一・　76，093など。

　　新規事業として、町民体育館の建設、

　　　　　　　　　　　　　　　　量　橘小の屋体建設、千手小の用地買収など

　が大きなもの。

歳出
　　　　モロ
1，580，000

豫箋
強騨

教育費3⑱717（2α8％）

櫓騒

鱒％

　華
鬼
物

＼
㌔
　

、

　
！
る吃

　
ら
も

　
　
！
昏
急

　
　
郎
e
言
c
。
℃
一
ω
8
（
伊
象
）

マ
び

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命

　
，　

・
保
健
衛
生
費
…
…
…
六
七
、
八
〇
七

　
　
成
人
病
検
診
、
母
子
セ
ン
タ
ー
運
営
費

　
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
な
ど
が
大
き
な
も
の
。

覧
ー
ー
ξ
■
’
ー
、
膨
ー

＼
．
広
域
消
防
輩
．
．
i
ハ
査
ハ
四
九
な
菟

　
　
伽
．
察
．
・
議
会
費
…
…
…
三
二
、
九
六
九

　
　
　
　
・
商
工
費
…
…
…
一
四
、
三
四
〇

　
　
　
　
・
災
害
復
旧
費
…
二
〇
、
八
四
〇

　
　
　
　
・
諸
支
出
金
…
…
一
七
、
七
六
一

　
　
　

・
予
備
費
…
…
…
…
三
、
四
八
六

塑鞠
　　　r／～9

　　　　勿

％
易

　　　　、・鯉卿㈱鴨轍ゆ㎜㎜一糊㎜胴鯨鮒郭沸

　　・総務管理費………241，910
　　・徴税費……………　26，172
’　　　・選挙費……………　　3，791など。

　　　三役、総務課、企画室、収入役室等の人件費

　　をはじめ、役場全体の事務費、管理費などを計

賊
　　上、モデル事業も総務費に包含している。

　参院選、町議選の費用を計上したのが新規事業。

・難騨・燗鰍卿騨1醐漁螂嚇号糖購豫襯欄一囎畷一・　．

・道路橋りょう費・一一161，789

・雪害対策費……………　34，573など。

、論礫驚騨讐コ薪聾ヲ

・
元
金
…
…
…
五
四
、
八
三
七
　
　
　
　
投
資
的
経
費
の
多
い
こ
と

・
利
子
…
…
…
七
二
、
八
〇
七
で
構
成
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
う
お
金
が
適
切
か
ど
う
か
を
調
べ
　
　
投
資
的
経
費
が
多
い
ほ
ど
、
理
想
的
な

懸
剣
h
舞
裁
費
、
獲
誌
鵜
纏
備
糊
難
鰐

生
施
設
組
合
負
担
金
な
ど
が
大
き
な
も
の
。
　
　
大
き
く
分
け
て
・
投
資
的
経
費
（
建
　
し
め
る
た
め
、
建
設
事
業
へ
ま
わ
す
資

ま
肇
鑑
螺
嚢
ξ
，
、
、
V
．
硬
，
．
．
、
　
　
　
。
　
設
事
業
な
ど
に
あ
て
る
経
費
）
と
、
経
　
　
金
に
ゆ
と
り
が
な
く
な
る
こ
と
を
意
味

広
域
消
防
費
…
・
．
．
．
．
．
六
六
　
六
四
九
な
ど
　
常
経
費
（
人
件
費
・
物
件
費
・
補
助
費
　
し
ま
す
。

　
猿
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
で
、
消
費
的
な
も
の
二
あ
て
る
経
　
　
　
国
、
地
方
を
問
わ
ず
、
投
資
．
経
常

、
較
韻
聾
”
、
｛
、
翫
翫
鵬
罪
葬
講
甥
齢
馨
警
縫
り
、
大

｝
　
．
羨
窩
腹
畑
費
．
．
．
二
ゆ
、
添
潤
つ
　
　
　
　
つ
ま
り
・
経
常
的
経
費
が
少
な
く
・

㌔糠
　・児童福祉費一・…一…　119919など。

●　o

§

難

　q

分類表

設
類

罷
事

普

　
資

　
投

夢

人件費

31．6％

補助費等

常

経

経

費

歳出合計

1，580，000再

　（100％）

的

　　　　その他
図・8％　9．8％

経
費

35．4％

9．9％

34．1％

　　　　　　　公債費
物件費　扶　　　　8．1％
　　　　助　8．4％
　　　　費
　　　4．0ヂ
　　　　　　　　繰出金1．1％
維持補修費0．9％　その他0。6％

災害復旧
事業費

1．3％
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議会
その後

豪
雪
対
策
の

特
別
委
員
会
を
設
置

　
五
十
二
年
度
の
予
算
は
、
一
般
・
特
別
会
計
と
も
、
そ
れ
ぞ

れ
三
月
十
九
日
に
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
・

　
成
立
予
算
の
内
容
は
、
今
月
及
ぴ
来
月
に
分
け
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
他
の
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

簡
易
水
道

　
こ
と
し
は
室
島
に

　
初
日
の
条
例
改
正
に
加
え
、
次
の
三

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

＊
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正

＊
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
基
金
の
設

　
置
管
理
等
に
関
す
る
条
例

＊
議
会
常
任
委
員
会
及
ぴ
特
別
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

　
こ
の
結
果
、
簡
易
水
道
の
給
水
区
域

に
室
島
地
区
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
と
し
は
、
・
簡
易
水
道
を
室

島
地
区
に
実
施
す
る
計
画
で
、
そ
の
準

備
が
条
例
上
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
方
、
年
度
末
を
控
え
て
、
各
会
計

の
精
算
的
な
補
正
予
算
も
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
用

地
購
入
や
、
雪
害
対
策
費
の
追
加
な
ど

が
大
き
な
も
の
、
三
千
二
百
九
十
一
万

円
を
追
加
し
て
、
総
額
は
十
六
億
七
千

四
百
四
十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

特
”
別
“
委

　
　
恒
久
的
な
方
向
で

　
　
豪
雪
対
策
を
検
討

　
今
冬
の
豪
雪
は
、
様
々
な
か
た
ち
で

わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
お
ぴ
や
か
し
ま

し
た
。
今
な
お
、
一
メ
ー
ト
ル
余
の
残

雪
に
、
農
作
業
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
町
議
会
で
も
、
こ
の
こ
と

を
重
視
し
、
三
月
七
日
に
、
豪
雪
対
策

特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
め
ま
し
た
。

　
豪
雪
対
策
の
恒
久
的
な
施
策
を
国
県

　
特
別
委
員
会
…
臨
時
的
に
発
生

す
る
特
定
の
事
件
を
審
査
す
る
た
め

必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
る
も
の
。

　
過
去
に
は
、
議
員
定
数
調
査
特
別

委
員
会
が
あ
り
、
豪
雪
対
策
特
別
委

は
川
西
町
に
な
っ
て
二
度
目
の
こ
と
。

　
次
の
定
例
会
あ
た
り
を
め
ど
と
し

て
、
豪
雪
対
策
特
別
委
は
審
議
を
続

け
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
次
の
方
々
（
◎
印
委

員
長
、
○
印
副
委
員
長
、
敬
称
略
）

◎
田
中
与
三
郎

滋
野
　
一
郎

水
品
正
一
郎

田
中
　
茂

○
小
川
清
次

平
野
義
一

水
落
達
一

高
橋
弥
太
郎

に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
当
面
す
る

融
雪
時
の
被
害
な
ど
を
最
少
限
に
と
ど

め
る
よ
う
、
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
も
の
で
す
。

　
議
会
最
終
日
の
二
十
六
日
に
は
、
特

別
委
員
会
の
中
間
報
告
も
あ
り
、
さ
ら

に
、
〃
特
別
豪
雪
地
帯
の
所
得
税
等
特

別
控
除
の
制
度
化
に
関
す
る
意
見
書
〃

の
提
出
を
決
め
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
書
は
、
議
決
と
同
時
に
、

総
理
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
自
治
大
臣
な

ど
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
委
員
会
は
、

◎
五
十
二
年
豪
雪
の
対
策
を
当
面
の
課

題
と
す
る
。

◎
今
冬
の
豪
雪
に
学
ぴ
、
恒
久
的
な
豪

　
雪
対
策
を
検
討
す
る
。

　
こ
の
二
つ
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て

審
議
を
続
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

年
金
保
険
ぜ

　
　
　
ム
月
か
ら
㌶
で
す

　
二
月
号
で
も
お
知
ら
せ
の
よ
う
に
、

今
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が
月
二

千
二
百
円
に
な
り
ま
す
。
　
（
付
加
年
金

は
、
従
来
ど
お
り
四
百
円
）

　
今
月
は
、
一
年
分
の
保
険
料
を
前
納

し
て
い
た
だ
く
月
で
す
。
希
望
者
は
、

必
ず
四
月
中
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
般
納
入
者
は
、
四
月
と
五

月
分
の
二
か
月
分
納
入
で
、
四
千
四
百

円
と
な
り
ま
す
。

福
祉
年
金
の
現
況
届

　
　
　
を
忘
れ
ず
に
〃

　
来
月
六
日
は
、
福
祉
年
金
の
支
払
い

日
で
す
が
、
例
年
の
よ
う
に
現
況
届
け

の
た
め
、
証
書
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

農
作
業
料
金
の
標
準

　
　
　
　
　
－
決
定
1

　
町
で
は
、
先
般
、
農
業
構
造
改
善
推

進
会
議
を
開
き
、
五
十
二
年
度
の
農
作

農作業料金52年度

業料金を、

別
表
の
よ
う
に
協
定
し
ま

し
た
。

　
こ
と
し
も
、
不
順
な
天
候
が
予
報
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
し
た
生

産
計
画
を
た
て
、
無
事
故
、
増
産
に
励

み
ま
し
ょ
う
。

作業機等 作業名 単　　位 協定料金 摘　　　　　　　要

トラクター

肥料撒布 10アール 500円
耕　う　ん 〃 3，200

代　か　き 〃 3，800

畑　　　耕 〃 4，000

防　　　除 〃 300 員外料金制をとらない

育苗施設
緑化まで 1　　箱 390

硬　　　化 〃 140

動力田植機 田　　　植 10アール 3，500 機械だけは1，820円

コンバイン 刈取脱こく 〃 11，000 ライスセンター一までの　運搬含
むo悪条件では割増ありo

ライスセンター
乾燥調製 60晦 950

調製のみ 〃 600

車
籾　運搬 10アール分 1，200

米　運　搬 60Kg 120

　
例
年
で
す
と
、
そ
の
日
に
は
役
場
の

係
が
、
局
の
窓
口
に
出
張
し
て
、
証
書

を
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
ま
し

※員外利用は、それぞれ5割増しとなる。

た
が
、
今
回
か
ら
は
、
郵
便
局
で
年
金

を
受
領
し
た
ら
、
そ
の
ま
ま
局
の
窓
口

に
お
預
け
願
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
済
み
で
す
か
？

　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入

　
一
日
一
円
の
安
い
会
費
で
あ
な
た
を

守
る
…
…
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入

は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。

　
会
費
（
鉗
金
）
は
、
年
額
三
百
五
十

円
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
加
入
で
き
ま

す
の
で
、
お
忘
れ
の
方
は
早
目
に
手
続

き
を
〃
”
こ
ぞ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
昨
年
の
川
西
町
の
加
入
率
は

国
民
年
金
の

　
　
　
届
け
を
忘
れ
ず
に

　
春
の
い
ぶ
き
を
感
じ
て
、
冬
の

眠
り
か
ら
目
を
さ
ま
し
た
動
物
た

ち
が
動
き
は
じ
め
る
こ
の
ご
ろ
は

わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
は
、
就
職

や
進
学
、
転
勤
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
あ
わ
た
だ
し
い
毎
日
に

な
り
ま
す
。

　
人
は
、
と
か
く
忙
が
し
さ
に
追

わ
れ
る
と
、
ふ
だ
ん
大
切
な
こ
と

を
忘
れ
が
ち
に
な
り
、
気
が
つ
い

た
と
き
に
は
、
も
う
後
の
ま
つ
り

に
な
っ
て
い
た
な
ど
と
い
う
話
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
の
生
活

の
土
台
と
い
え
る
重
要
な
も
の
で

す
か
ら
、
事
情
が
か
わ
っ
た
と
き

た
と
え
ば
、
工
場
や
会
社
に
入
っ

た
と
き
に
は
「
国
民
年
金
被
保
険

者
資
格
喪
失
届
」
を
、
工
場
や
会

社
を
や
め
た
と
き
は
「
国
民
年
金

被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を
、
す

み
や
か
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
．
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
と
同
様
に

大
切
な
こ
と
で
す
し
、
ま
た
、
こ

の
手
続
き
を
お
こ
た
っ
た
ば
か
り

に
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
と
厚
生
年
金

な
ど
の
加
入
期
間
は
つ
な
が
り
、

通
算
老
齢
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

県
全
体
の
五
十
五
・
八
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

を
大
き
く
上
ま
わ
り
、
七
十
六
・
三
六

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　
見
舞
金
も
、
百
二
十
四
万
五
千
円
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
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心がけたい
　　早期発見・早期治療

みんなの国保を大切に

わ
た
し
た
ち

に
と
っ
て
、
家

族
の
み
ん
な
が

健
康
で
暮
ら
せ

る
こ
と
ほ
ど
幸

福
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
だ
れ

か
が
一
人
で
も

病
気
や
け
が
を

し
た
ら
－
－
・
－
－
・

医
療
費
の
支
払

い
に
苦
し
む
ば

か
り
で
な
く
、

家
庭
内
も
暗
く

し
ず
み
が
ち
な

も
の
に
な
つ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、

健
康
は
幸
せ
の
第
一
条
件
と
も
い
え
ま

し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
健
康
と
、
明
る
い
毎
日
を

お
く
っ
て
い
た
だ
く
乙
と
を
願
っ
て
、

国
民
健
康
保
険
の
制
度
が
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
〃
健
康
〃
そ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
日
ご

ろ
の
心
が
け
に
ま
さ
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
国
保
も
、
利
用
次

第
で
、
十
分
健
康
づ
く
り
に
役
立
っ
制

度
な
の
で
す
。

う
な
ぎ
の
ぼ
り
の

　
　
　
　
医
療
費

　
そ
の
大
半
は
入
院
費

　
こ
の
一
年
間
、
国
保
の
医
療
費
は
う

な
ぎ
の
ぼ
り
で
し
た
。

　
こ
の
う
な
ぎ
の
ぼ
り
の
中
味
は
、
ほ

と
ん
ど
が
入
院
費
で
す
。

　
た
と
え
ぱ
、
高
血
圧
、
心
不
全
、
脳

血
管
、
胃
潰
よ
う
、
胃
ガ
ン
、
脳
卒
中

な
ど
、
こ
れ
ら
毎
月
数
十
件
に
の
ぼ
る

入
院
費
は
、
国
保
全
体
の
医
療
費
の
半

分
以
上
に
も
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
入
院
費
用
を
み
ま
す
と
、
一
件

の
平
均
は
、
一
か
月
当
り
お
よ
そ
二
十

万
円
か
ら
、
二
十
五
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
な
か
に
は
、
一
件
で
月
百
万
円
以
上

に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
の
で
す
。

　
ど
ん
な
か
ら
だ
で
も
、
と
き
に
は
具

合
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
国
保
で
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

を
呼
ぴ
か
け
て
い
ま
す
が
、
日
ご
ろ
の

　
　
　
　
健
康
管
理
と
、
余
分
な
医
療

過
信
は
禁
物

　
成
人
病
は
早
期
発
見
を

　
　
　
　
　
　
　
多

　
　
　
　
　
　
つ

養
慶
　
　
　
　
／

あ
払
ば
　
　
　
　
　
の

き
馨
擢

揚
心

　
　
　
　
偏
翫

廠
ぺ
病

ギ

費
の
支
払
い
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。

喜
ば
れ
て
い
る

　
　
高
額
療
養
費

　
わ
た
し
た
ち
の
国
保
で
は

医
療
給
付
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
一
か
月
に
支
払

っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
額

（
医
療
費
の
三
割
）
が
、
三

万
九
千
円
を
越
え
た
金
額
に

つ
い
て
、
国
保
が
あ
と
で
払
い
戻
し
を

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、

毎
月
四
十
件
か
ら
五
十
件
も
あ
り
、
皆

さ
ん
か
ら
大
変
喜
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証

　
　
大
切
に
保
管
を
〃

　
保
険
証
が
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
た
こ
と

は
、
す
で
に
前
号
で
お
知
ら
せ
の
と
お

り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
診
療
に
は
、
こ
の
新
し

い
保
険
証
を
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
十
四

日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
職
場
保
険
に
加
入
し
た
と
き
、
ま
た

　
は
退
職
し
た
と
き
。

◎
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
と
き
、
ま

　
た
は
転
入
し
た
と
き
。

◎
住
所
ま
た
は
世
帯
主
、
世
帯
員
に
変

　
更
の
あ
っ
た
と
き
。

◎
被
保
険
者
が
出
生
、
ま
た
は
死
亡
し

　
た
と
き
。

◎
そ
の
他
、
こ
の
保
険
証
の
記
載
事
項

　
に
ま
ち
が
い
が
あ
っ
た
と
き
。

※
保
険
証
は
、
大
切
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　日赤川西町分区から

　ことしも、社員社費増強月
間が始まりましたo　（4月1
日～4月31日）
　昨年は、2，292人の社員の皆
さんから、687，600円の社費を
納入していただき、目標を65
％も上まわることができまし
たo

　ことしも、ご理解とご協力
をお願いいたしますo

●
上
野
地
区
で

“
交
通
事
故
防
止
”
総
決
起
大
会

　
先
月
二
十
七
日
、
上
野
地
区
で
は

交
通
事
故
防
止
の
総
決
起
大
会
を
開

き
ま
し
た
。

　
町
内
で
も
、
上
野
地
区
は
交
通
事

故
の
多
い
所
、
安
協
上
野
支
部
を
は

じ
め
、
地
区
総
代
会
の
呼
ぴ
か
け
も

あ
っ
て
、
春
先
き
に
向
け
て
時
宣
を

得
た
乙
の
催
し
は
大
盛
況
で
し
た
。

　
席
上
、
上
野
小
の
根
津
と
し
こ
ち

ゃ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
作
文
を
発
表

し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
盛
会
だ
っ

た
大
会
の
一
端
で
も
お
汲
み
と
り
願

え
れ
ば
と
紹
介
し
ま
す
。

交
通
事
故
に
つ
い
て

　
　
　
上
野
小
五
年
根
津
と
し
子

　
わ
た
し
が
三
年
生
の
と
き
の
こ
と

で
す
。
学
校
の
帰
り
道
、
病
院
に
行

く
の
に
、
も
う
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
わ
た
し
の
む

ね
は
、
あ
せ
り
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
い
つ
も
な
ら
、
横
断
歩
道
で
は
左

右
を
確
か
め
て
、
正
し
く
渡
る
の
に

わ
た
し
は
、
つ
い
、
左
を
見
た
だ
け

で
、
な
な
め
横
断
を
し
よ
う
と
し
た

そ
の
と
き
、
突
然
右
う
し
ろ
か
ら
、

車
の
キ
ッ
キ
キ
キ
ー
と
い
う
、
も
の

す
ご
い
音
が
、
わ
た
し
に
お
そ
い
か

か
り
ま
し
た
。
も
う
、
何
が
何
だ
か

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
を
う
し

な
っ
た
の
で
す
。

　
心
の
ど
こ
か
ら
か
、
〃
今
、
い
っ

た
い
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。
夢
じ
ゃ

な
い
の
か
。
〃
と
思
う
気
持
が
、
う

す
ぼ
ん
や
り
と
う
か
ぴ
あ
が
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
と
た
ん

「
う
わ
あ
ー
。
」
と
ど

乙
か
ら
と
な
く
、
人
の

さ
け
ぶ
声
が
聞
乙
え
た

の
で
、
目
を
お
そ
る
お

そ
る
あ
け
て
み
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
ま
わ
り
の

人
々
の
ぴ
っ
く
り
し
た

目
が
、
じ
っ
と
わ
た
し

を
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
と
た
ん
、

急
に
こ
し
に
痛
み
が
は
　
　
幅
　
麟

し
り
ま
し
た
。
　
「
い
た

い
よ
ー
、
い
た
い
よ
ー
。
」

わ
た
し
は
、
わ
け
も
わ

か
ら
ず
さ
け
ぴ
だ
し
ま
し
た
。

　
車
の
運
転
手
さ
ん
が
、
急
い
で
急

救
車
を
よ
ん
で
い
る
姿
が
、
す
う
っ

と
見
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
わ
た
し

は
、
急
救
車
で
十
日
町
病
院
に
運
ば

れ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
事
故
が
原
因
で
、
わ
た
し
は

家
の
人
、
先
生
方
、
近
所
の
皆
さ
ん

そ
し
て
、
運
転
手
さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
が
お
乙
し
た
小
さ
な
ミ
ス

が
、
大
き
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

　
ふ
だ
ん
か
ら
、
み
ん
な
が
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
だ
け
ど
、
つ
い
、
う

っ
か
り
と
し
て
し
ま
う
と
、
事
故
に

あ
う
も
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
歩
い
て
い
る
人
だ
け
が
注
意
し
て

も
、
車
を
運
転
す
る
人
が
注
意
し
な

く
て
は
、
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。 　灘

騰蝦

　
わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
無
事
故

無
違
反
が
十
七
年
続
い
た
と
安
心
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
う
っ
か

り
し
た
ら
、
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
、
　
『
お
父
さ

ん
、
安
心
し
て
な
い
で
二
十
年
め
ざ

し
て
頑
張
っ
て
ネ
。
」
と
い
つ
も
い

う
の
で
す
。

　
お
父
さ
ん
が
、
毎
朝
仕
事
に
出
か

け
る
と
き
、
口
で
は
い
い
ま
せ
ん
が

心
の
中
で
〃
き
ょ
う
も
安
全
に
、
仕

事
を
し
て
く
だ
さ
い
。
〃
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
　
一
人
ひ
と
り
が
注

意
し
な
け
れ
ば
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
五
百
日
を
め
ざ
し
て
、
川
西
町
の

町
民
み
ん
な
が
協
力
し
あ
い
、
事
故

に
よ
っ
て
、
人
や
家
族
が
悲
し
む
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
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球
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

卓
会
員
の
募
集

○
対
象
・
小
学
高
学
年
、
中
・
高

　
　
校
生
。

O
内
容
・
練
習
、
各
種
大
会
へ
の

　
　
参
加
、
講
習
会
な
ど
。

○
そ
の
他
・
月
百
円
程
度
の
会
費

　
　
希
望
者
は
今
月
末
ま
で
に
、

　
　
中
屋
敷
小
丸
新
聞
店
渡
辺
一

　
　
治
郎
ま
で
。
　
（
電
⑧
一
二
二

　
　
七
、
有
二
八
五
五
）

県
大
会
で
三
位
に

　
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
、
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卓
球
大
会
で
、

川
西
町
は
次
の
よ
う
な
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

※
団
体
戦
女
子
三
位
、
町
ス
ポ

　
　
ー
ッ
少
年
団
。

※
個
人
女
子
三
位
、
若
山
典

　
　
子
（
新
町
新
田
）

重
度
身
障
者
に

　
　
　
　
は
が
き
を

　
　
　
　
　
ー
郵
便
局
か
ら
1

　
重
度
の
身
体
障
害
者
（
一
・
二
級
）

で
、
六
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
は
が

き
一
人
二
十
枚
を
無
料
で
差
し
あ
げ
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
五
月
三
十
一
日

ま
で
に
、
も
よ
り
の
郵
便
局
窓
ロ
ヘ
ど

う
ぞ
。
本
人
、
代
理
人
、
郵
便
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
　
社
会
福
祉
に
二
件
の

　
　
寄
付

　
田
中
町
の
南
雲
喜
一
さ
ん
か
ら
、
父

喜
平
治
さ
ん
の
香
典
返
む
と
し
て
五
万

円
を
。

　
上
野
の
根
津
正
治
さ
ん
か
ら
、
父
浩

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
三
万
円
を
、

▲前号でもお知らせしましたが、町の職人

春休みのうちにと、公共建物（主に学校）

理を行ってくれまし．たo

欝

轍

羅蓑
華
毒

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

庁
内
人
事

・幼※
佐稚退
藤園
力・職
マ高／
　山
同マ三
・サ月
斉、三
木千十
セ手一
キ小日
　炊付
　事
　員

※
昇
　
任
／
四
月
一
日
付

総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
・
上
村
建

一
（
総
務
課
庶
務
係
長
）
、
健
康
管
理

室
長
補
佐
兼
衛
生
係
長
・
保
坂
国
夫

（
産
業
課
商
工
係
長
Y
企
画
室
長
補
佐

兼
企
画
係
長
・
須
藤
良
平
（
企
画
室
企

画
係
長
）
、
産
業
課
長
補
佐
兼
農
政
、

商
工
係
長
・
須
藤
秀
雄
（
産
業
課
農
政

係
長
）
、
建
設
課
長
補
佐
兼
土
木
第
二

係
長
・
山
田
五
作
（
建
設
課
土
木
第
二

係
長
）
、
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
体
育

館
長
・
星
名
四
郎
（
社
会
教
育
課
体
育

　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　ぺ　

▲乙のほど、つまりアマチュア無線クラブ

4名）が、日赤の赤十字奉仕団として認め
旗及ぴ委嘱状が渡されましたo
　非常災害時における通信などに活躍して
とになっていますo

館
長
兼
社
会
体
育
係
長
）
、
企
画
室
財

産
係
長
・
大
平
剛
士
（
企
画
室
企
画
係
）

農
業
委
員
会
農
地
係
長
・
押
木
久
之

（
農
業
委
員
会
農
地
係
）

※
配
置
換
え
／
四
月
一
日
付

健
康
管
理
室
保
険
係
長
・
中
村
義
雄

（
保
険
課
保
険
係
長
）
、
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係
長
・
渡
辺
照
男
（
健
康
管
理

室
衛
生
係
長
）
、
健
康
管
理
室
保
険
係

・
大
平
キ
ミ
（
歯
科
診
療
所
）
、
同
・

小
海
代
利
子
（
保
険
課
保
険
係
）
、
歯

科
診
療
所
・
平
野
八
重
子
（
同
）
、
川

西
幼
稚
園
・
小
林
艮
子
（
橘
保
育
園
）
、

千
手
保
育
園
・
田
中
早
月
（
同
）
、
南

原
同
・
水
品
み
つ
子
（
上
野
同
）
、
上

野
同
・
丸
山
姿
子
（
橘
同
）
、
同
・
奥

山
優
子
（
千
手
同
）
、
同
・
喜
多
道
子

（
南
原
同
）
、
橘
同
・
斉
木
栄
子
（
千

手
同
）
、
同
・
目
黒
ひ
ろ
み
（
上
野
同
）

一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

渠暑灘棄飴男畢藩輻雀
　　　　　　み　 嵐　 八嵐
敬雅貴厚悠一ゆ紀淳一重キ宏春
祐　子　輔樹き子一成子ミ能美
　　　　　　　　　　　子清徹達健鏑浩三博久順正一利秋
一　義治輔一郎文　一明男雄男
長二二長二長長長長長長長二長
男男玄男男男玄女男男女女男女

小
根
岸

中
屋
敷

野
口

藤
沢

学
校
町

野
口

神
社
町

長
女
新
町
新
田

長
男
中
仙
田

二
男
小
脇

長
男
原
田

二
女
新
町
新
田

二
男
上
野

長
男
上
野

千
手
小
炊
事
員
・
小
林
イ
ミ
（
仙
田
給

食
セ
ン
タ
ー
）
、
仙
田
給
食
セ
ン
タ
ー

・
高
橋
エ
イ
（
学
校
教
育
課
）

※
採
用
／
四
月
一
日
付

建
設
課
操
機
員
・
南
雲
源
三
、
上
野
保

育
園
用
務
員
・
金
子
幸
平

◎
社
会
福
祉
協
議
会
辞
令

※
採
用
／
四
月
一
日
付

蔵
品
泰
治
、
戸
田
禎
一

＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
詔
＝

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

鍮鍮鍮器繍雛撫
片高高秦高
桐堂橋野橋

慧　恵春待慎
　子夫子一

佐
藤
紀
美
子

小
林
立
雄

高
橋
良
子

星
名
司
郎

井
上
ト
ミ
子

東
善
寺

仁
田
か
ら

室
島

神
奈
川
か
ら

小
自
倉
．

小
千
谷
か
ら

中
仙
田

高
原
田
か
ら

伊
友

大
和
町
か
ら

高高藤小
山橋澤林

由幸景
江男子崔

千原柏木
島崎

か
ら

田葉
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
達
治

小
幡
虎
朔

丸
山
與
平
治

藤
巻
ト
ク

渡
部
安
治
郎

登
坂
桂
作

根
津
浩

片
桐
千
登
代

羽
鳥
傳
吉

田
中
町

伊小上赤野塩野木
　自
友倉野谷口辛口落

九八八八七七七七六
五三二〇六五五三一

3月の交通事故発生件数：

　　　　　　　　累計　　
件数0（1）0（3）1
傷　者　0（1）0（3）1
死者0（o）0（0）1
酒よい　0（o》0（o）1
　　　　　　　　　　　コ酒気おぴ　　0（2）　0（3）　i

　　（〉内は前年件数　　i

　　　　　　　　　　　1

の
　
l
　
o
　
5
　
■
　
6
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
5
　
0
　
曝
　
5
　
・
　
●
　
9
　
9
　
1
　
巳
　
・
　
・
　
6
　
1
　
9
　
1
　
1
　
0
　
1
　
5
　
巳
　
ト

　
　
曙
、
か
わ
渉

　
　
　
　
、
．
吃
．
、
昨
壇

　
　
　
．
蟄
曹
嚢

　
　
　
　
　
　
　
上
野
今
井
余
潮

福
だ
る
ま
売
声
の
し
て
雪
解
町

雪
消
え
の
店
い
っ
ぱ
い
の
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

せ
せ
ら
ぎ
の
ほ
と
り
の
春
の
名
無
草

夜
の
雨
に
ふ
く
る
㌧
土
や
ふ
き
の
と
う

　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

残
雪
に
ブ
ナ
の
黄
み
ど
り
あ
ざ
や
か
に

八
つ
手
の
葉
つ
や
や
か
に
雪
解
雫
か
な

　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
笑
子

ど
っ
し
り
と
連
峯
雄
姿
雪
解
く
る

一
と
日
づ
つ
広
く
な
り
ゆ
く
雪
間
か
な

　
　
　
　
　
　
上
野
上
村
和
子

雪
解
し
て
ふ
と
ふ
り
返
る
こ
と
多
し

雪
解
け
の
ぬ
か
る
み
に
板
渡
し
あ
り

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

雪
割
り
て
と
う
菜
の
青
き
段
畑

　
　
　
　
　
　
伊
友
黒
島
し
げ

雪
え
く
ぼ
ひ
ろ
が
る
芯
の
縞
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

猫
柳
雪
解
の
水
に
揺
れ
や
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
秋
山

梯
子
か
ら
声
か
け
て
い
て
囲
い
解
く

　
　
　
　
　
　
上
野
清
水
け
い
子

捨
て
雪
を
呑
ん
で
雪
解
の
濁
り
川




